
来
た
時
は
、
手
洗
い
・
う
が
い
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
含

ん
だ
消
毒
液
で
手
を
消
毒
す
る
の
も

効
果
的
で
す
。

・�

普
段
か
ら
栄
養
と
睡
眠
を
十
分
に
と

り
、
抵
抗
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

・�

予
防
接
種
も
有
効
で
す
。
発
症
し
て

も
重
い
症
状
に
な
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

た
だ
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
持
続

す
る
の
は
5
か
月
程
度
で
す
。
流
行

す
る
ウ
イ
ル
ス
の
型
も
変
わ
る
の
で
、

毎
年
、
定
期
的
に
接
種
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

　

厚
生
労
働
省
は
、
感
染
を
防
ぐ
た
め
、

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
普
及
啓
発
活
動
を
行
い
、
マ
ス
ク

の
着
用
や
人
混
み
に
お
い
て
咳
を
す
る

際
の
注
意
点
に
つ
い
て
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
厚

生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
→

８月７日・28日の歯科検診で、むし歯がなかったお
子さんを紹介します。（敬称略）※行政区は検診日時点

岩
いわ

﨑
さき

花
か

奏
なで

（亘）
緒

お

方
がた

天
あ

音
お

（太田）
緒

お

方
がた

太
たい

河
が

（遊蛇口）
奥
おく

村
むら

文
ぶん

志
し

朗
ろう

（遊蛇口）
奥
おく

村
むら

珠
み

愛
お

（大琳寺）
織

お

田
だ

海
かい

成
せい

（大琳寺）
神
かみ

谷
や

凜
り

桜
お

（高野瀬）
髙
たか

岡
おか

蘭
らん

太
た

郎
ろう

（北宮）
山
やま

下
した

丈
じょう

太
た

朗
ろう

（上出田）
山
たま

下
した

清
せい

太
た

郎
ろう

（栄町）
宮
みや

﨑
ざき

正
まさ

也
や

（片角）
前
まえ

田
だ

華
か

凛
りん

（大琳寺）
岡
おか

留
どめ

友
ゆう

菜
な

（上西寺）
服
はっ

部
とり

隆
りゅう

希
き

（上西寺）
野

の

口
ぐち

絢
あや

翔
と

（中原）
上
うえ

村
むら

朋
とも

花
か

（玉祥寺）

野
の

田
だ

愛
あい

乃
の

（七城田中）
田

た

中
なか

真
ま

桜
お

（小川）
中
なか

村
むら

真
ま

晄
ひろ

（朝日団地）
岩
いわ

永
なが

　誠
まこと

（富の原一）
五

ご

島
とう

敬
たか

也
なり

（桜山三）
杉
すぎ

尾
お

心
み

徠
らい

（桜山四）
谷
たに

口
ぐち

満
み

咲
さき

（桜山七）
中
なか

武
たけ

由
ゆ

寧
ね

（桜山五）
平
ひら

嶋
しま

　壱
いち

（南住吉）
右
みぎ

田
た

桜
さく

楽
らん

（田島一）
宮
みや

本
もと

汐
しお

理
り

（永出分）
村
むら

上
かみ

由
ゆ

起
き

（南山手）
高
たか

木
き

　星
ひかり

（富の原中央）
山
やま

崎
さき

友
ゆう

菜
な

（南住吉）
山
やま

下
した

莉
り

奈
な

（久米二）

むし歯を予防するためには　❶むし歯菌を減らすため
の毎日の仕上げ磨き ❷甘いものを減らしたおやつの工
夫 ❸歯の質を強くするための定期的なフッ化物塗布

3歳児健診時 「むし歯なし」の子

風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
違
い

　

風
邪
は
、
鼻
水
や
の
ど
の
痛
み
な
ど
、

局
所
症
状
が
中
心
で
す
。
１
年
を
通
し

て
発
症
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
38
度
以
上
の

発
熱
や
咳
、
の
ど
の
痛
み
、
全
身
の
倦

怠
感
や
関
節
の
痛
み
な
ど
、
全
身
に
症

状
が
出
ま
す
。
1
月
か
ら
2
月
が
流
行

の
ピ
ー
ク
で
す
が
、
4
月
・
5
月
ま
で

流
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

重
症
化
の
サ
イ
ン

【
子
ど
も
】

・�

け
い
れ
ん
や
呼
び
か
け
に
答
え
な
い

・
嘔
吐
や
下
痢
が
続
く

・
呼
吸
が
速
く
、
苦
し
い

・
症
状
が
長
引
き
、
悪
化
す
る

・
顔
色
が
悪
い

【
大
人
】

・
呼
吸
困
難
、
ま
た
は
息
切
れ
が
あ
る

・
嘔
吐
や
下
痢
が
続
く

・
胸
の
痛
み
が
続
く

・
症
状
が
長
引
き
、
悪
化
す
る

　

高
齢
者
や
乳
幼
児
、
妊
婦
、
喘
息
や

慢
性
心
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
持
病
の
あ

る
人
は
症
状
が
重
く
な
り
や
す
い
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
す
る
に
は

・�

人
が
多
く
集
ま
る
場
所
か
ら
帰
っ
て

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

予
防
接
種

接
種
期
間　

12
月
31
日
㈫
ま
で

【
定
期
接
種
】

対
象
者　

▼
65
歳
以
上 

▼
0
歳
～
65

歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の

機
能
低
下
な
ど
が
あ
り
、
日
常
生
活
動

が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
が
い

が
あ
る
人
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
の
低
下
に

に
よ
り
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能

な
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
。

接
種
回
数　

1
回

個
人
負
担
額　

１
４
０
０
円

【
任
意
接
種
（
行
政
措
置
）】

対
象
者　

1
歳
～
64
歳
の
希
望
者

接
種
回
数　

▼
1
歳
～
13
歳
未
満
：
2

回
（
2
～
4
週
間
空
け
る
）
▼
13
歳
以

上
：
1
回

個
人
負
担
額　

１
９
０
０
円
（
1
回
あ
た
り
）

接
種
医
療
機
関

市
の
委
託
医
療
機
関　

※
要
予
約

そ
の
他

　

市
が
委
託
す
る
医
療
機
関
以
外
で
の

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
接
種
予
定

日
の
1
週
間
前
ま
で
に
、
健
康
推
進
課

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

菊
池
市
に
住
民
票
が
あ
る
人
が
対
象

で
す
。
保
険
証
や
免
許
証
な
ど
身
分

が
証
明
で
き
る
も
の
と
印
か
ん
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

子
ど
も
の
接
種
は
、
母
子
手
帳
を
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
の

健
康
状
態
を
よ
く
知
っ
て
い
る
保
護

者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

事
前
に
手
続
き
が
な
い
場
合
は
、
補

助
で
き
ま
せ
ん
。

インフルエンザの流行を防ぐためには、ウイルスを体内に侵入させないことや周りにう
つさないようにすることが重要です。最も流行する時期は秋から冬にかけて。一人一人
がインフルエンザに「かからない」「うつさない」取り組みを実践しましょう。
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